











































































キーワ-ド.･近畿方言 存在表現 ｢イル｣と｢オル｣と｢イテル｣ 待遇表現
地域差
人を主語とする存在表現の使い分けに関して,近畿中央部 (滋賀県 ･京
都府南部 ･奈良県北部 ･大阪府)の方言には著しい地域差が認められる｡
それは,大局的には,滋賀県及び京都府の状況と奈良県及び大阪府の状
況とが対立するというものである｡前者は, ｢イル｣を待遇的に中立な表
現として用い, ｢オル｣を下向き待遇の表現として用いる地域である0-
万,後者は, ｢イル｣･｢オル｣･｢イテル｣を併用する上に, ｢オル｣を待
遇的に中立な表現として用いることも少なくない地域である｡この ｢オ
ル｣の待遇的意味をめぐる違いは,前者の伝統的な用法と後者の新しい用
法との対立としてとらえることができるものである｡なお, ｢オル｣の新
しい用法は,大阪府 (特に,大阪市)を中心とするものであると考えられ
る｡
本稿では,高校生を対象とするアソケ-ト調査の結果をもとに,待遇表
現との関連を中心に,この地域における存在表現の使い分けの実態を明ら
かにする｡
